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１．はじめに 

 

道路交通データの一つである“旅行速度”は、道路交

通のサービスレベルを表す非常に重要なデータである。

これまで道路管理者が行ってきた旅行速度調査といえば、

人手計測にせよプローブカー調査にせよ、試験車を走行

させることがが主であった。しかし、試験車走行による

調査では、予算制約から調査時間・調査回数に限界があ

り、時間的空間的に限られたデータしか得ることができ

なかった。 

近年、自動車メーカーやカーナビメーカー各社が会員

制カーナビに搭載されたGPS機能から一般車両のプロー

ブ情報（以下「一般車プローブデータ」という。）を取

得し、ドライバーへの交通情報提供、走行支援に活用し

ている。これら一般車プローブデータでは、試験車走行

調査に比べ時間的空間的に大量の旅行速度データの取得

が期待できる。一般車プローブデータを実務に活用する

ことができれば、従前に比べ時間的空間的に詳細な旅行

速度の把握が可能となる。 

しかしながら、一般車プローブデータを提供する車両

（以下「一般車プローブカー」という。）が、実務にお

いて道路交通のサービスレベルを評価したい道路区間を、

常に走行しているとは限らない。 

このため、実務において一般車プローブデータを活用

する際には、事前に、対象とする道路の交通量等を勘案

し、日々何台程度の一般車プローブカーのデータ取得が

期待でき、どのくらいの期間の一般車プローブデータを

用いれば、どのレベルの旅行速度が（任意の時間帯の旅

行速度なのか、朝夕のピーク時間帯の旅行速度なのか、

昼間１２時間の平均旅行速度なのか）、どの程度の精度

で推計可能なのか、把握しておくことが重要である。 

本稿では、実務において一般車プローブデータをどの

程度活用することができるのかを把握する参考として、

日交通量別に、一般車プローブデータの集計対象期間と

旅行速度の推計精度との関係について、一般車プローブ

データを用いてシミュレーション分析した結果を報告す

る。 

 

２．一般車プローブデータについて 

 

（１）一般車プローブカーの混入率 

国土技術政策総合研究所において取得した全国の一

般車プローブデータを用いて、一般車プローブカーの混

入率を道路種別沿道状況別に算定した（表１）。ここで

言う混入率とは、H21年10月の全国の一般車プローブカ

ーの総走行台キロとH17年道路交通センサスをもとに算

定した総走行台キロの割合である。 

その結果、直轄国道で０.０５％、補助国道、都道府

県道等においては０.０４％と道路種別による違いはほ

とんど見られなかった。また、沿道状況別にみると、Ｄ

ＩＤ地域の０.０６％が最も高く、その他市街地部で０．

０４%、平地部・山地部で０.０３％程度の混入率であっ

た。 

 

表１ 全国の一般車プローブカー混入率 

DID
その他

市街地部
平地部 山地部 計

直轄国道 0.06% 0.04% 0.04% 0.03% 0.05%
補助国道 0.06% 0.04% 0.04% 0.04% 0.04%

都道府県道等 0.06% 0.03% 0.03% 0.02% 0.04%
一般道計 0.06% 0.04% 0.03% 0.03% 0.04%

沿道状況
道路種別

 

 

（２）一般車プローブカーのデータ取得台数の期待値 

直轄国道の一般車プローブカーの混入率０.０５％を

用いて日交通量別に一般車プローブカーのデータ取得台

数の期待値を算定した（表２）。 

日交通量が１０万台程度の区間であれば１日５０台

程度、３日で１５０台程度の一般車プローブカーのデー

タ取得が期待できる。なお、1週間で２５０台とあるの

は、１週間を平日５日間として計算しているためである。 
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表２ １日あたり取得台数の期待値 

日交通量

集計対象期間 10万台 5万台 3万台 1万台 5千台

１ヶ月 1,000 500 300 100 50 

３週間 750 375 225 75 38 

２週間 500 250 150 50 25 

１週間 250 125 75 25 13 

３日 150 75 45 15 8 

１日 50 25 15 5 3 

（取得台数/区間）

 
 １日あたりデータ取得台数の期待値を参考に、昼間１

２時間の時間帯別のデータ取得台数の期待値を算出した

結果を表３に示す。 

取得台数の期待値がゼロとなる集計対象期間と日交

通量の組み合わせは、上下方向別・時間帯別の旅行速度

を取得することが、ほとんど期待できないことを示して

いる。 

表３ 昼間１２時間の上下別時間帯別取得台数の期待値 

日交通量
（昼間１２時間の上下別時間帯別交通量）

集計対象期間
10万台

（2．7千台）
5万台

（1．3千台）
3万台

（8百台）
1万台

（3百台）
5千台

（1百台）

１ヶ月 27 13 8 3 1 

３週間 20 10 6 2 1

２週間 13 7 4 1 1

１週間 7 3 2 1 0

３日 4 2 1 0 0

１日 1 1 0 0 0

（取得台数/区間）

 
※日交通量を昼夜率で除し1/2にした上下別昼間交通量を1／12にして四捨五入したもの 

 

３．集計対象期間と旅行速度の推計精度の関係分析 

 

（１）分析対象区間 

対象区間は、愛知県国道２３号（名古屋市内）の延

長約５kmの区間で、２５のＤＲＭ区間で構成されている。

日交通量は１０～１３万台（H１７道路交通センサス

時）と多く、最大限の一般車プローブデータの取得が期

待できる区間である。 

分析に用いた一般車プローブデータは、平成２１年

１０月の平日データであり、対象区間の１つのＤＲＭ区

間あたり、昼間１２時間の上下別時間帯別に平均３９台

のデータが取得されている。 
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23
 

図１ 分析対象区間 

（２）分析方法 

下記手順に従い、日交通量５万台を想定するケース、

３万台を想定するケース、１万台を想定するケース、５

千台を想定するケース毎の４ケースについて、集計対象

期間毎に、昼間１２時間の時間帯別旅行速度、朝夕のピ

ーク時間帯の旅行速度と非ピーク時間帯の旅行速度、昼

間１２時間の平均旅行速度の推計精度比較を行った。 

＜分析手順＞ 

手順１：基準値の設定 

得られた一般車プローブデータの全データからＤ

ＲＭ区間毎に平均旅行速度を算定し、これを基準値

とする。 

手順２：データ取得台数の期待値の設定 

  表３に従い日交通量のランク別に集計対象期間毎の

データ取得台数の期待値を設定する。 

手順３：ランダムサンプリング 

  日交通量別に設定した集計対象期間毎のデータ取得

台数の期待値に応じて、ＤＲＭ区間毎に実際に取得

できた全サンプルから必要サンプル数をランダムに

抽出して平均旅行速度を算定する。 

手順４：推計精度の算出 

手順３を千回繰り返し、平均旅行速度の基準値に

対する標準偏差を算定する。算定した標準偏差を旅

行速度の基準値に対する推計精度と考え、精度比較

を行った。 

 

（３）分析結果 

１）時間帯別旅行速度の基準値と基準値に対する標

準偏差（日交通量５万台のケース） 

 対象区間の２５のＤＲＭ区間のうちの１区間について、

日交通量５万台を想定して行った分析結果を図２～図６

に示す。 

集計対象期間が１日だと平均旅行速度の推計精度は、

17．7km/hとなり、１日のデータから算定される時間帯

別旅行速度には、基準値に比べ17．7km/hの誤差が発生

すると理解される。 

集計対象期間が３日だと12．4km/h、１週間だと9．9

km/h、２週間だと5．8km/h、３週間だと4．5km/hの誤差

の発生し、集計対象期間が長くなるほどその誤差は小さ

くなる。 

時間帯別旅行速度の把握を考えた場合、基準値との

誤差を10km/h以内と設定すれば１週間分の一般車プロー

ブデータが必要となり、基準値との誤差を５km/h以内と

設定すれば３週間分の一般車プローブデータが必要とな

ることがわかる。 
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図２ 集計対象期間１日の場合 
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図３ 集計対象期間３日の場合 
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図４ 集計対象期間１週間の場合 
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図５ 集計対象期間２週間の場合 
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図６ 集計対象期間３週間の場合 

 

２）日交通量別の時間帯別平均旅行速度の推計精度 

次に、対象区間に含まれる２５のＤＲＭ区間全てに

ついて行った分析結果を日交通量別に分けて図７～図１

０に示す。 

図７より、推計精度を平均１０km/h程度に抑えるた

めには集計対象期間が３日程度必要であり、推計精度を

平均５km/h程度に抑えるためには集計対象期間が２週間

必要であることがわかる。 
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図７ 日交通量５万台を想定した場合 

 
図８より、日交通量３万台を想定した場合、集計対

象期間１日では時間帯別旅行速度は算出できず、時間帯

別旅行速度を算出するためには３日以上の集計対象期間

が必要であることがわかる。また、推計精度を平均１０

km/h程度に抑えるためには集計対象期間が１週間程度必

要であり、推計精度を平均５km/h程度に抑えるためには

集計対象期間が３週間程度必要であることがわかる。 
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図８ 日交通量３万台を想定した場合 

 
図９より、日交通量１万台を想定した場合、集計対

象期間１日、３日では時間帯別旅行速度は算出できず、

時間帯別旅行速度を算出するためには１週間以上の集計

対象期間が必要であることがわかる。また、推計精度を

平均１０km/h程度に抑えるためには集計対象期間が３週

間程度必要であることがわかる。 
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図９ 日交通量１万台を想定した場合 

 
図１０より、日交通量５千台を想定した場合、集計

対象期間１日、３日、１週間では時間帯別旅行速度は算

出できず、時間帯別旅行速度を算出するためには２週間

以上の集計対象期間が必要であることがわかる。また、

推計精度を１０km/h程度に抑えるためには集計対象期間

が２ヶ月程度必要であることがわかる。 
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図１０ 日交通量５千台を想定した場合 

 
３）分析結果のまとめ 

 １）、２）の分析結果のまとめとして、旅行速度の推

計精度を１０km/h程度とすることを考えた場合の日交通

量と集計対象間の関係を図１１に、旅行速度の推計精度

を５km/h程度とすることを考えた場合の日交通量と集計

対象期間の関係を図１２に示す。 

 図１１より、１０km/h程度の推計精度で時間帯別旅行

速度を推計しようとした場合、日交通量５万台の道路で

あれば３日、日交通量３万台の道路であれば１週間、日

交通量１万台の道路であれば３週間、日交通量５千台の

道路であれば２ヶ月程度のデータが必要であることがわ

かる。 
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図１１ 推計精度１０km/hの場合の日交通量と 

データ集計対象期間の関係 

 

 

 

 



図１２より、５km/h程度の推計精度で時間帯別旅行速度

を推計しようとした場合、日交通量５万台の道路であれ

ば２週間、日交通量３万台の道路であれば３週間、日交

通量１万台又は５千台の道路であれば２ヶ月程度のデー

タが必要であることがわかる。 
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図１２ 推計精度５km/hの場合の日交通量と 

データ集計対象期間の関係 

 

４．考察とまとめ 

  
 一般車プローブデータを活用した交通状況の把握を実

務において行う際には、実務において道路交通のサービ

スレベルを評価したい道路区間の交通量を勘案し、集計

対象期間に応じた推計可能な旅行速度の見極めが重要で

ある。 

対象とする道路の交通量を勘案し、どの程度の期間

の一般車プローブデータを用いれば、どのレベルの旅行

速度が（任意の時間帯の旅行速度なのか、朝夕のピーク

時間帯の旅行速度なのか、昼間１２時間の平均旅行速度

なのか）推計可能なのかを概ね把握することができる 

と考える。図１１、図１２の結果はその際に参考となる

であろう。 

 なお、今後の課題は以下のとおりである。 

①一般車プローブカー混入率の空間的ばらつきの考慮 

  今回は、一般車プローブカー混入率の道路種別によ

る差は少ないと考え、全国の直轄国道における平均

混入率を採用し分析を行った。 

しかしながら、混入率に差の見られる沿道条件を

考慮した分析を実施していないほか、都道府県別な

ど空間的ばらつきを考慮せず全国平均の混入率を採

用している。 

②旅行速度を評価する区間 

  今回は、ＤＲＭ区間を対象として分析している。し

かし、ＤＲＭはネットワークが細かすぎ、必ずしも

道路計画等実務への活用に適した区間ではない。こ

のため、道路交通センサス区間など実務への活用に

適した区間に統合して評価する必要がある。 

③平均旅行速度の母平均に対する推計精度の分析 

  今回は平均旅行速度の基準値に対する推計精度の分

析を行った。平均旅行速度の母平均に対する推計精

度の分析が課題である。 
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